
２０２０．２．５ 
畑 啓之 

 
株式市場の「有事は買い」の格⾔通りにここ２⽇は⽇経平均も上昇してはいるが 
 
「有事は買い」なる格⾔は本当にあたるのだろうか。記事にある感染病のいずれもが、世界
の経済状況を根本的に覆すようなものではなかった。⻑期的に押しなべて⾒てみると、⽶国
のダウや⽇本の⽇経平均は上昇し続けている。偶然にそう⾒えているだけと考えるほうが
正しいのではないか。 
 
今回の新型肺炎は世界経
済に⼤きな影響を与えつ
つある。今後の株式相場
がこの格⾔通りとなるか
は興味がもたれるところ
である。新聞記事に「中国
の景気対策に期待」とあ
り、確かにこのようなこ
とが景気の下振れを⾷い
⽌め、さらに上昇へと向
かわせることはありそう
だ。実際に中国はそのよ
うな⽀援策を実施すると
の態度を表明し、株式市
場もここ２⽇ほどそれを
受 け て 上 昇 し て き て い
る。新型肺炎が勝つか、そ
れとも中国の景気対策が
勝つかで、株式相場の⾏
⽅が決まってくる。 

 
 
 
 
 
 



中国、新型肺炎受け景気⽀援策を準備＝関係筋 
Reuters Staff  ワールド 2020 年 2 ⽉ 4 ⽇ 
［北京 ４⽇ ロイター］ - 複数の関係筋によると、中国当局は新型肺炎の感染拡⼤を受
けて景気⽀援策の準備を進めている。2020 年の経済成⻑⽬標を６％前後から引き下げるか
どうかも協議しているという。 

政策協議に詳しい複数の関係筋によると、中国⼈⺠銀⾏（中央銀⾏）は今⽉２０⽇にロー
ンプライムレート（ＬＰＲ）を引き下げる公算が⼤きい。預⾦準備率も今後数週間で引き下
げる可能性が⾼いという。 

ある関係筋は「現在、⾦融政策は緩和されている。⼈⺠銀⾏は感染状況を⾒守りながら、
段階的なアプローチをとる⾒通しだ」と述べた。 

関係筋によると、中国指導部は雇⽤への影響を最⼩限に抑えるため、新型肺炎で打撃を受
けているセクター向けの補助⾦拡⼤、税負担の軽減、歳出拡⼤を承認する公算が⼤きい。ま
た⼀段の⾦融緩和で銀⾏融資の拡⼤と企業の資⾦調達コスト低下を促すとみられている。 

政府に政策を助⾔しているある関係筋は匿名を条件に「政策の選択肢はある。景気下⽀え
策を強化する。最⼤の急務は感染拡⼤を阻⽌することだ」と述べた。 
 
 
（参考） 
⽇経平均株価 超⻑期⽉⾜チャート 1949 年 5 ⽉算出開始から 2020 年 1 ⽉まで 
 http://baseviews.com/chart/nk225-j.html 

 
 
 
NY ダウ⼯業株 30 種平均 超⻑期⽉⾜チャート 1928 年 11 ⽉〜2020 年 1 ⽉ 
 http://baseviews.com/chart/dow-ja.html 
 


